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授業では 

○「今日は○〇ができたら満点」のように、授業の

ゴールを示すようにしました。

○本時の内容が、他の教科書ではどのように扱われ

ているのかを見比べて教材研究をしました。

小学校版 

家庭学習・補充学習では 

○日常生活と関連付けるなど、解決の必要性を感

じさせる課題を設定しました。

○課題は児童とともに設定しました。

○導入場面では、掲示物等を活用し、本時の学習

内容に関係のある既習事項を復習しました。

○早く問題を解き終えた児童のために、プラスアル

ファのプリントを準備しました。

○課題に取り組めない児童のために、穴埋め式のワ

ークシートやヒントカードを用意しました。

○児童同士が自由に関わる時間を設定しました。

○自分の考えだけでなく、ペアを組んだ相手の考

えを説明する場面を設定しました。

○教員が範を示しながら、児童同士が互いの発言

に問い返しができるようにしました。

○課題は青、まとめは赤で囲むなど、板書とノー

トの色使いを統一しました。

○１時間の思考の流れが分かるような板書づくり

を意識しました。

○板書を写真に撮り、教員同士で共有しました。
○課題に正対したまとめを、児童と一緒に考えるよ

うにしました。

○どの授業でも必ず、自分が学んだことを振り返る

（見直す）時間を設定しました。

○家庭学習の目安の時間、内容などについて児童と

保護者、学校で共通理解を図りました。

○児童が保護者に説明をする課題を出したり、県学

調復習シートの丸付けを保護者にお願いしたりす

るなど、家庭の協力が必要な宿題も出しました。

○家庭学習の参考になるよう、全国学調の問題を保

護者にも解いてもらいました。

○全国学調の過去問題や県学調復習シートを印刷

し、児童が活用できるコーナーに設置したり、

問題集として配布したりするなど、自由に取り

組めるようにしました。

○宿題をがんばった児童を表彰しました。

○よい家庭学習のノートを、お手本として掲示し

ました。

○朝学習では、発展的な問題や全国学調の問題を解かせ、解説を行いました。

○昼休みにベースアップタイムとして弱点を補充する時間を作りました。

埼 玉 県 教 育 委 員 会 

○挙手する児童の発言だけで授業を進めないように

しました。（児童の発言を聞く、繋ぐ、返す）

○「なぜ？」という問い返しを何度も行いました。






